
　今後ますますニーズの拡大が予想される在宅医療ですが，ここ数年，在宅療養支援
診療所の数は減少傾向にあるという結果が出ています1）。「経験のなさ」や「カバーす
べき領域の広さ」「24時間対応への不安」などが影響していると思われますが，実際に
はさまざまな工夫や地域との連携で解決できる要素も少なくなく，理解が深まればそ
のハードルも小さくなるだろうと考えます。そこで今回はさまざまな地域やセッティ
ングにおける在宅医療実践者からの経験談を中心とした「在宅医療の始め方」をまとめ
るという企画を立てました。
　それぞれの在宅療養支援診療所における工夫やノウハウ，地域とのチームづくりに
は，在宅医療や地域連携におけるポリシーやマインドが反映されています。今回は，
疾病管理や診療スキルではなく，在宅医療の診療や院内のマネジメント，地域の多職
種との連携などをテーマとして，患者の在宅療養の始まりから終わりまでを支えるこ
との実際を学べるような内容を目指しました。また今後もうひとつの，そして現実的
な在宅医療の担い手として期待されている「在宅療養支援病院」についても取り上げ，
先行している病院での事例や在宅開始までのプロセスなどを共有してもらいます。
　これらを学ぶことで，在宅医療未経験の開業医や病院医の方々のみならず，すでに
在宅医療に携わっている方々においても，より良質でスムーズな在宅医療の実践のヒ
ントとなり，地域医療の担い手としての面白さややりがいがさらに向上されることを
期待しています。
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